
学会特集 

 学会に参加された方達よ

り、新しい視点・知識のおす

そ分けです。 
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第第第第 16161616 回回回回    日本糖尿病教育日本糖尿病教育日本糖尿病教育日本糖尿病教育・・・・看護学会看護学会看護学会看護学会にににに参加参加参加参加してしてしてして    

                                                北北北北 5555 病棟病棟病棟病棟        内内内内    みゆきみゆきみゆきみゆき    

    「人々の健康と福祉に貢献すること」を目的に、

「糖尿病看護ネットワーク」をテーマとした日本糖尿

病教育・看護学会に参加してきました。糖尿病はあら

ゆる疾病の原因疾患でもあり、みなさんも日々の業務

の中で糖尿病を持っている患者に接する機会が多いと

思います。その中で、血糖コントロールが不十分であ

ったり、病識の薄い患者に指導を行った際、指導が一

方通行になった経験はありませんか？今回、「患者心

理」というテーマの中で、患者はただ指導されると

『わかっているけれどできない』という思いが残るの

みになるため、『患者自身が具体的目標を立てること

が必要であり、それをサポートするためには指導だけ

でなく、まず相手の話を聞き励ますことが大事であ

る。』ということを学びました。 

私自身、日々の業務の中で相手の話 

をゆっくり聞くということが少なかっ 

たことに気づきました。今回の講演で 

大事なことは、患者を指導することで 

はなく、サポートすることであると認 

識できました。 

 みなさんも是非このサポートするこ 

とを心がけてみて下さい。 

日本手術看護学会日本手術看護学会日本手術看護学会日本手術看護学会にににに参加参加参加参加してしてしてして    

                                手術室手術室手術室手術室        古谷古谷古谷古谷    亜希亜希亜希亜希    

 「手術室のイノベーションを考える」をテーマ

に名古屋で開催された日本手術看護学会に参加し

ました。シンポジウムでは 3 月に発生した東日本

大震災の時に偶然撮影された、実際の手術中に地

震にみまわれたビデオを見ました。自分自身の身

を守るだけでも精一杯なのに、患者を守る為にス

タッフが一丸となっていた事に感銘を受けまし

た。多くの施設で避難訓練を行うことは有効であ

ると言われており、その時によって 

災害の種類や程度は違っても、日頃 

から様々なシチュエーションを考え 

ておくことが必要だと思いました。 

 安全対策や皮膚・神経障害の予防、術後訪問に

ついての発表が多くありましたが、私たちが実践

している周術期看護はひけをとらないものだと感

じました。日々のカンファレンスで更に良い看護

が提供できるよう検討を行っていこうと思いま

す。体温管理や口腔ケアに関しては術中だけでな

く術前からのケアが必要であることも再認識しま

した。病棟と連携して周術期ケアの充実を行って

いきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

第第第第 13131313 回回回回     救 急 看 護 学 会 学 術 集 会救 急 看 護 学 会 学 術 集 会救 急 看 護 学 会 学 術 集 会救 急 看 護 学 会 学 術 集 会 にににに 参 加参 加参 加参 加 し てし てし てし て 

外来外来外来外来        秋月秋月秋月秋月    小夜子小夜子小夜子小夜子 

 今回今回今回今回のののの日本救急看護学会日本救急看護学会日本救急看護学会日本救急看護学会テーマテーマテーマテーマはははは「「「「未来未来未来未来をよむをよむをよむをよむ、、、、そしてそしてそしてそして実践実践実践実践」」」」でしたでしたでしたでした。。。。現在現在現在現在、、、、多多多多くのくのくのくの救救救救

急認定看護師急認定看護師急認定看護師急認定看護師やややや急性急性急性急性・・・・重症患者専門看護師重症患者専門看護師重症患者専門看護師重症患者専門看護師ががががスペシャリストスペシャリストスペシャリストスペシャリストとしてとしてとしてとして役割役割役割役割をををを果果果果たしていまたしていまたしていまたしていま

すすすす。。。。またまたまたまた、、、、特定看護師特定看護師特定看護師特定看護師((((仮仮仮仮))))のののの法制化法制化法制化法制化をををを目指目指目指目指してしてしてして、、、、法的効力法的効力法的効力法的効力はありませんがはありませんがはありませんがはありませんが特定看護師特定看護師特定看護師特定看護師

((((仮仮仮仮))))のののの育成育成育成育成がががが開始開始開始開始されていますされていますされていますされています。。。。特特特特定看護師定看護師定看護師定看護師((((仮仮仮仮))))とはとはとはとは、、、、医師医師医師医師のののの大枠大枠大枠大枠のののの指示指示指示指示のののの下一部下一部下一部下一部のののの

医療行為医療行為医療行為医療行為をををを実施実施実施実施するするするする看護師看護師看護師看護師のことですのことですのことですのことです。。。。現在現在現在現在 5555 年以上年以上年以上年以上のののの臨床経験臨床経験臨床経験臨床経験をををを持持持持つつつつ看護師看護師看護師看護師がががが 2222 年年年年

のののの教育課程教育課程教育課程教育課程をををを受講受講受講受講すればすればすればすれば自主的自主的自主的自主的なななな判断判断判断判断でででで「「「「特定行為特定行為特定行為特定行為」」」」をををを行行行行うことをうことをうことをうことを可能可能可能可能になるというになるというになるというになるという案案案案

がががが出出出出されていますされていますされていますされています。。。。またまたまたまた、、、、小児救急小児救急小児救急小児救急のののの院内院内院内院内トリアージトリアージトリアージトリアージ体制体制体制体制のののの診療報酬加算診療報酬加算診療報酬加算診療報酬加算がががが新設新設新設新設されされされされ、、、、

今後成人今後成人今後成人今後成人トリアージトリアージトリアージトリアージ体制体制体制体制のののの診療報酬化診療報酬化診療報酬化診療報酬化がががが期待期待期待期待されていますされていますされていますされています。。。。2004200420042004 年以降年以降年以降年以降、、、、トリアージナトリアージナトリアージナトリアージナ

ースースースース制度制度制度制度のののの導入導入導入導入やややや業務整備業務整備業務整備業務整備などのなどのなどのなどの検討検討検討検討がががが行行行行われてきましたわれてきましたわれてきましたわれてきました。。。。カナダカナダカナダカナダののののトリアージシステトリアージシステトリアージシステトリアージシステ

ムムムム「「「「CTASCTASCTASCTAS」」」」をををを参考参考参考参考にににに「「「「緊急度判定支援緊急度判定支援緊急度判定支援緊急度判定支援システムシステムシステムシステム    CTAS/JTASCTAS/JTASCTAS/JTASCTAS/JTAS    プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ」」」」というわがというわがというわがというわが

国国国国のののの標準的標準的標準的標準的トリアージシステムトリアージシステムトリアージシステムトリアージシステムがががが開発開発開発開発されましたされましたされましたされました。。。。医療現場医療現場医療現場医療現場におけるにおけるにおけるにおける人員不足人員不足人員不足人員不足はははは今後今後今後今後もももも

継続継続継続継続するものとするものとするものとするものと考考考考えられておりえられておりえられておりえられており、、、、特定看護師特定看護師特定看護師特定看護師((((仮仮仮仮))))のののの本格的本格的本格的本格的なななな制度化制度化制度化制度化・・・・法制化法制化法制化法制化やややや救急現場救急現場救急現場救急現場

でのでのでのでのトリアージシステムトリアージシステムトリアージシステムトリアージシステムのののの推進推進推進推進によってによってによってによって、、、、現状現状現状現状のののの限限限限りあるりあるりあるりある医療資源医療資源医療資源医療資源のののの有効活用有効活用有効活用有効活用がががが促進促進促進促進ささささ

れれれれ、、、、最低限最低限最低限最低限のののの医療医療医療医療のののの質質質質がががが確保確保確保確保されるのではないかとされるのではないかとされるのではないかとされるのではないかと期待期待期待期待されていますされていますされていますされています。。。。    

びっくりしたニュースだったので・・・読売新聞より 

 石油を原料にして、インフルエンザ治療薬リレンザを化学

合成することに、微生物化学研究所（東京都品川区）の柴崎

正勝所長らのチームが世界で初めて成功した。安価な大量生

産に道を開く技術で、耐性ウイルスが出現した際に素早く対

応するための基礎技術にもなるという。柴崎所長は「近い将

来、リレンザの耐性ウイルスが出現するだろうが、大流行へ

の対抗手段として役立てたい」と話している。 

         参考資料です。 

看護のキャリア開発 

 

認定看護管理者；1339 名 

専門看護師；8 領域 612 名 

認定看護師；19 分野 9047 名 

        2011 年 7 月現在 

 

 当院でも 11 月にキャリア開

発についての研修が開かれま

した。様々な有資格者が資格取

得の動機や役割について講義

し、「支え、支えられる」チーム

医療の意義と必要性をはなして

いました。 

 皆さんも資格取得に向けて計

画を立ててみませんか！！ 
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院内医療安全対策研修に参加して 

                   

ICU 横井 由実 

 １０月３日、「災害時のライフラインの確

保」をテーマに院内医療安全対策研修が行わ

れました。冒頭、一つのビルが震度 5 で崩れ

落ちていく様子がとても印象深く、自分たち

の職場を思いながら映像を見ました。 

 私たちは、防災訓練やシミュレーションを

行っています。今回の研修で、機械やベッド

などの固定の重要性や酸素ボンベの取り扱い

について再度見直すことができました。今後

の訓練に取り入れていきたいと思いました。 

 また、当院のガス管理についても、職員が

知識を持つことで安全な環境を作っていくこ

とができるのだと感じました。この研修を活

かし、病院全体で取り組んでいくことが重要

だと思いました。 

 

情報管理委員会より 

 接遇チェックの結果から「ナースステー

ション内での私語を慎む」ことに取り組

んでいます。 

 １月には再度チェックを行う予定です。

自己評価・他者評価ともに改善するよう

協力をよろしくお願いします。 

 

第一回医薬品安全管理研修に参加して 

           ICU 箱崎 里奈 

 11 月９日「持参薬の安全管理」をテーマに 

医薬品安全管理研修がありました。以前は持参

薬の残薬がばらばらなことや持参薬が何の薬か

わからずにとまどうこともありました。 

 入院時、どっさりと持ってきた持参薬、しかも当院や他の病院で処方さ

れた薬が混じっている、薬の説明書きがないなど「これどうしよう」と思

う時があります。 

 しかし、現在では薬剤師が介入してくれており、“ひやっ”とすること

も少なくなってきています。他院で処方された薬に関しては、当院での採

用の有無・代替薬・処方するときの注意点・相互作用などを組み込んだ薬

剤説明用紙を作成してくれるので、患者指導時などにとても役立っていま

す。 

 講義を受けて、薬剤部とさらに連携を行い、対策を立て安全に治療を受

けられる環境を作っていくことが大切だと学びました。 

 

 

ナースレターも第９９号となりました。次回は１００号です。１００号を記念して 

載せたい記事やコメントなどがありましたら、情報管理委員にお知らせください。 

１００号記念特集などの意見も募集しています。よろしくお願いします。 

気になった 

ニュースです 

人工呼吸器止まり患者死亡 

2011 年 10 月 9 日 読売新聞 

 看護師は今月８日午前８時２１

分、人工呼吸器の酸素供給を止める

「スタンバイモード」にして、約１

分間、患者の痰を吸引。約７分後に

別の看護師が酸素が止まったままに

なっていることに気付いた。スタン

バイモードにした看護師は「解除し

たはず」と説明している。呼吸器の 

履歴ではスタンバイのまま 

だった。使用していた呼吸 

器は Servo-i。当院にもあり 

ます。吸引でスタンバイに 

はしないけど・・・ 

 胸郭の動きで確認する習

慣は大切ですね。 

お勧めの本  ちょっと古典ですが・・・ 

「人を動かす」 デール・カーネギー著 

 ちょっと人間関係での躓きがありあらためて読 

みました。読んでいるうちに、自分があの時、あ 

の人に、あのような態度で、あのように言ったけ 

ど、本当はこうすればもっとうまくいったかも 

知れない、と反省することができました。 

 自己啓発本の原点といわれる本ですが、 

こころを大切にしている本です。ご一読を。 

相手のことを尊重し、自分を大切にしたく 

なります。 


